
網膜情報の活用による認知症発症リスク評価に関する研究 

認知症の増加は、高齢社会が到来している他の国々のみならず、わが国おいても重大な社会問題である。本研究

では、認知症の予防対策の推進に資するため、眼底の網膜情報を用いた認知症発症リスクの評価に関する研究を行

う。具体的には、認知症発症以前に撮影された眼底写真をもとに、眼底画像解析システムを用いて、先行研究から認

知機能低下との関連が示唆される複数の網膜情報－眼底の網膜動静脈径および動静脈比、動静脈交叉現象、血管

蛇行、ドルーゼンの有無・大きさ等－を定量化し、コホート内症例対照研究（下図）にて、認知症の発症に関わる網膜

情報指標を明らかにし、各々の網膜情報指標ごとに認知症の発症リスクを算出するとともに、得られた結果を基に、

網膜情報を用いた認知症発症リスク評価モデルを構築する。網膜情報を用いた認知症の発症リスク評価モデルが構

築されれば、健診・ドックや日常診療で実施される標準的な眼底検査が、認知症のリスク診断ツールとして活用できる

可能性が拡がり、わが国の認知症予防対策の推進に大きく貢献するものと考えられる。 
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